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MJOとは・・・ 

マッデン・ジュリアン振動の略称。赤道域を30~90日周期で発
生する東進擾乱。 

インド洋から西部太平洋にかけての暖水域上で大規模な対流活
動を伴う。(日付変更線から東では乾燥した擾乱) 

  ⇒多量の降雨とそれに伴う潜熱放出 

  ⇒周囲の大気循環場の変化 

  ⇒台風やモンスーン, 中高緯度域の気象に影響 

    (例) 低気圧性擾乱による西風バースト, 双子低気圧 

       コリオリ力が関係(Nitta et al., 1992) 



MJOの発生メカニズム 

図2 アメリカ気候予報センター(CPC)  
      による2006年のMJO指数の推移 

図1 MJOの模式図 





まとめ 
熱源(対流)の東側にケルビン波応答, 西側にロスビー波
応答を持つ。 

ロスビー波応答が顕著に現れると、双子低気圧と似た
構造に。 

インド洋～西部太平洋で上昇気流, 日付変更線付近で
下降気流が生じる。 

前者の対流圏上層で西進性の高気圧, 下層では東進性
の低気圧が発生。 

 MJOは階層構造を持つ。(Nakazawa, 1988) 
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